



















































































































由紀 1)、池田　理香 1)、平井　佳子 2)、狩野　佳子 1)、
村松　英之 3)
【はじめに】平成22年にメディカルメイク外来（以後外来）を開設
してからのカウンセリングの活動内容と今後の課題・展望ついてま
とめたので報告する。
【活動内容】メディカルメイク（以後メイク）とは、皮膚病変など
を特殊なメイク方法により、手軽に修復する医療補助手段の一つで
ある。カウンセリングは、カウンセラーの資格を持つ看護師2名が
外来受診時に、メイク導入前のカウンセリングを行っている。年代
は幼少期から高齢者であり、家族が一緒に入室した際には、家族の
話も患者とは別に話を聞いている。所要時間は一人30～45分。相談
内容は、家族状況・アレルギーの有無・生活史や受診のきっかけ等
の他、ストレスチェックを行い、個々のストレスや悩みに着目し患
者に応じたカウンセリングを行う。しかし、精神科受診中の患者・
患者自身が希望しない・予約外でメイクを行う・また外来を再診す
る患者には、現在カウンセリングを行っていない。
外来の利用状況では、平成22年度の受診者25名のうちカウンセリン
グ利用者は8名、23年度は27名のうち23名、24年度は35名のうち24
名であった。カウンセリング中に患者から、今後もカウンセリング
をおこなってほしい。或いはカウンセラーが必要と判断しても、現
在は再受診の予約を受け付けていない。
【今後の課題と展望】現在、メイク導入前に1度だけ2名のカウンセ
ラーが交代でカウンセリング行っている。患者から再診の希望もあ
り今後再受診を行う必要があり、外来日は2名のカウンセラーが常
駐し、再受診にも対応できるようにする必要がある。
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